
「
臣
嘗
て
唐
令
を
読
朶
、
其
の
制
を
見
る
に
、
医
た
る
者
は
皆
、
張
仲
景
の
『
傷
寒
』
・
陳
延
之
の
『
小
品
』
を
習
う
。
張
仲
景
の
書
は

今
な
お
世
に
存
す
れ
ば
、
以
て
逃
す
る
を
得
。
其
の
法
た
る
起
死
の
功
有
ら
ざ
る
莫
し
。
類
を
以
て
こ
れ
を
推
せ
ば
、
則
ち
『
小
品
』
も

（
一
）

ま
た
仲
景
の
比
な
ら
ん
。
常
に
痛
む
、
其
の
遣
逸
し
て
余
無
き
を
」
。

（
一
一
）

こ
れ
は
北
宋
に
初
刊
さ
れ
た
『
備
急
千
金
要
方
』
に
附
さ
れ
る
林
億
ら
宋
臣
後
序
（
一
○
六
六
）
の
冒
頭
で
あ
る
。
唐
令
に
医
生
必
習
の
教
科

書
と
し
て
定
め
ら
れ
た
『
小
品
方
』
は
、
わ
が
国
の
律
令
制
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
『
大
宝
律
令
』
（
七
○
一
）
『
養
老
律
令
』
（
七
一
八
）
〈
医
疾

令
〉
で
奈
良
時
代
を
通
じ
、
さ
ら
に
『
延
喜
式
』
（
九
二
七
）
〈
典
薬
寮
〉
で
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
日
本
の
医
療
史
上
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
す
な
わ
ち
『
小
縮
方
』
憾
中
国
中
世
矢
朝
購
唐
、
鱈
よ
び
日
本
古
代
飛
鳥
奈
阜
平
老
に
お
け
る
重
要
旗
医
学
規
範
ｌ

と
り
わ
け
経
方
書
と
し
て
は
首
位
の
座
を
占
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
書
は
、
中
国
で
は
宋
代
、
日
本
で
は
お
そ

ら
く
南
北
朝
あ
た
り
を
最
後
に
失
伝
し
た
た
め
、
今
日
、
内
容
構
成
は
も
と
よ
り
、
そ
の
成
立
年
代
す
ら
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
筆
者
は
、
そ
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
古
巻
子
本
が
、
い
ま
な
お
わ
が
国
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
こ
に
従
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
憶
説
に
終
止
符
を
打
つ
べ
き
貴
重
な
史
料
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
ち
な
拳
に
仁
和
寺
所
伝
の
古
医
書
が
す
べ
て
国
宝
指
定
を
受
け

は
じ
め
に 「

小
品
方
』
序
説
Ｉ
現
存
し
た
古
巻
子
本

繩
稗
罐
極
寒
罐
誌
壁
一
存
匪
鍔
毎
号
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
四
日
受
付

小

曽
戸
洋

1 （1）



一

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
に
、
こ
：
小
品
直
‐
残
簡
と
ぱ
い
。
圭
れ
が
最
も
資
料
的
価
値
の
高
い
部
分
で
あ
る
こ
と
ば
以
下
の
記
述
に

よ
っ
て
諒
解
さ
れ
よ
う
ｌ
は
、
そ
れ
ら
を
凌
駕
す
る
と
も
決
し
て
劣
ら
ぬ
い
わ
ゆ
る
天
壌
間
無
二
の
宝
典
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
現
伝
本
に
関
す
る
書
誌
、
お
よ
び
『
小
品
方
』
の
成
立
年
限
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

が
あ
る
。
筆
者
は
は
じ
め
一

見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
古
巻
子
本
は
、
紙
高
二
九

補
修
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
わ
け
は

（
二
一
）

（
財
）
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
は
、
同
文
庫
の
国
書
分
類
目
録
、
第
九
門
二
、
医
学
の
部
に
、
「
経
方
小
品
」
と
著
録
さ
れ
る
古
巻
子
本

あ
る
。
筆
者
は
は
じ
め
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
印
画
に
よ
っ
て
こ
れ
を
検
し
、
さ
ら
に
実
物
を
披
閲
す
る
に
及
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
知

第
一
紙
二
五
行
第
二
紙
二
七
行

第
三
紙
二
七
行
第
四
紙
”
一
七
行

第
五
紙
二
七
行
第
六
紙
二
七
行

第
七
紙
二
七
行
第
八
紙
弱
一
七
行

第
九
紙
二
七
行
第
十
紙
如
一
七
行

第
十
一
紙
二
七
行
第
十
二
紙
二
七
行

第
十
三
紙
皿
一
七
行
第
十
四
紙
帥
一
六
行

一
の
一
、
書
誌
学
的
形
態
と
考
察

↓
」
の
古
巻
子
本
は
、
紙
高
二
九
・
一
面
強
、
界
高
二
三
・
五
ｍ
強
、
界
隔
平
均
約
三
叫
計
三
二
紙
か
ら
な
り
、
後
世
、
総
裏
打
を
も
っ
て

一
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
古
巻
子
本
「
経
方
小
品
」

2（2）



第
十
五
紙
韓
六
行
第
十
六
紙
二
七
行

第
十
七
紙
韓
一
七
行
第
十
八
紙
二
七
行

第
十
九
紙
二
七
行
第
二
十
紙
“
一
七
行

第
二
十
一
紙
”
一
七
行
第
二
十
二
紙
二
七
行

第
二
十
三
紙
二
七
行
第
二
十
四
紙
二
七
行

第
二
十
五
紙
二
七
行
第
二
十
六
紙
”
一
七
行

第
二
十
七
紙
二
七
行
第
二
十
八
紙
》
一
七
行

第
二
十
九
紙
叩
一
七
行
第
三
十
紙
二
七
行

第
三
十
一
紙
二
七
行
第
三
十
二
紙
二
七
行

す
な
わ
ち
現
存
行
数
計
五
三
○
行
。
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
が
、
一
二
’
一
六
字
程
度
。
第
一
・
十
四
・
十
五
紙
を
除
く
一
七
行
か
ら

な
る
一
紙
の
長
さ
は
一
定
し
て
お
り
、
お
よ
そ
五
○
・
七
ｍ
。
第
一
・
十
四
・
十
五
紙
の
紙
幅
も
そ
れ
ぞ
れ
の
行
数
に
相
応
す
る
長
さ
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
よ
り
算
出
す
れ
ば
、
全
長
約
一
五
・
八
ｍ
の
巻
軸
で
あ
る
。

全
巻
に
わ
た
り
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
お
よ
び
墨
の
返
り
点
・
傍
訓
・
傍
注
を
存
す
。

本
文
の
筆
は
二
人
の
手
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
紙
初
か
ら
第
十
八
紙
末
、
そ
し
て
第
二
十
六
紙
の
末
六
行
か
ら
第
三
十
二
紙
末
ま
で

が
同
一
人
。
残
る
第
十
九
紙
初
か
ら
第
二
十
六
紙
の
二
行
ま
で
が
同
一
人
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

現
存
の
冒
頭
は
「
経
方
小
品
一
部
連
薬
性
灸
法
合
十
二
巻
」
の
行
よ
り
始
ま
る
（
写
真
１
）
。
内
容
を
通
検
し
た
結
果
、
筆
者
は
こ
れ
を
、

（
四
）
（
五
）
（
六
）

『
晴
書
』
経
籍
志
、
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、
『
唐
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
る
陳
延
之
撰
『
小
品
方
』
十
二
巻
の
う
ち
の
第
一
巻
残
簡
に
間
違
い

（
七
）
（
八
）
（
九
）

な
い
と
断
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
所
引
の
『
小
品
方
』
の
逸
文
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

（
一
○
）
（
一
ご

本
書
を
階
唐
経
籍
志
所
載
の
『
小
品
方
』
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑
っ
た
人
物
は
、
実
は
過
去
す
で
に
二
人
い
た
。
そ
の
第
一
は
小
瀬
順
元

3 （3）



で
、
こ
れ
は
本
書
の
包
紙
に
前
田
綱
紀
が
親
書
す
る
識
語
に
よ
っ
て
知
れ
る
．
（
宝
永
己
丑
“
一
七
○
九
）
。
第
二
は
近
代
、
尊
経
閣
文
庫
員
で
あ
つ

（
一
一
一
）

た
大
野
木
克
豊
氏
で
、
そ
の
執
筆
す
る
と
こ
ろ
の
同
文
庫
貴
重
書
解
題
（
未
公
開
）
に
「
新
旧
唐
芸
文
志
二
陳
延
之
撰
小
品
方
十
二
巻
ア
リ
是
或

ハ
本
巻
ノ
コ
ト
ナ
ル
カ
」
と
記
し
て
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
断
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
、
疑
を
存
し
つ
つ
も
国
書
に
分
類
し
て

あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
む
ろ
ん
世
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

本
書
が
『
小
品
方
』
に
同
定
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
た
最
大
の
原
因
は
巻
首
の
欠
損
に
あ
る
。
現
存
の
第
一
行
目
は
「
経
方
小
品
」
か
ら
始

ま
る
た
め
、
一
見
、
巻
首
は
完
具
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
実
は
二
行
分
を
欠
損
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
首
行
の
右
端
は
刃
物
で
裁
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
損
傷
に
よ
っ
て
引
き
ち
ぎ
れ
た
形
状
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
前
掲
の
よ

う
に
、
他
の
多
く
の
紙
は
承
な
約
五
○
・
七
ｍ
一
七
行
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
第
一
紙
は
約
四
五
聖
五
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二

点
か
ら
推
測
で
き
る
。
第
十
四
紙
・
第
十
五
紙
が
お
の
お
の
一
六
行
・
六
行
で
あ
る
の
は
、
書
写
当
時
の
何
ら
か
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
、
断

裂
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
は
文
章
の
前
後
関
係
か
ら
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
は
例
外
と
承
な
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
原
則
と
し
て
五

一
ｍ
ほ
ど
の
紙
に
書
き
継
い
だ
も
の
で
、
第
一
紙
も
こ
の
原
則
に
外
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
首
二
行
を
欠
損
す

こ
の
欠
脱
し
た
二
行
に
具
体
的
に
い
か
な
る
文
字
が
あ
っ
た
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
通
例
か
ら
す
れ
ば
、
書
名
（
そ

し
て
巻
次
）
と
撰
者
名
（
そ
し
て
官
職
名
な
い
し
は
所
属
国
名
）
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
書
名
が
「
小

品
方
」
で
あ
っ
た
か
「
経
方
小
品
」
で
あ
っ
た
か
は
断
じ
難
い
。
伝
存
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
献
は
「
小
品
方
」
と
録
す
る
が
、
『
文
選
』

二
三
）
（
一
四
）

李
善
注
（
六
五
八
）
の
よ
う
に
「
経
方
小
品
」
と
称
し
て
引
用
す
る
例
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
推
定
第
二
行
目
の
左
端
上
方
、
す
な
わ
ち
現
存
首

行
の
前
行
の
わ
ず
か
な
残
紙
に
「
玉
甫
芒
反
別
也
道
也
」
な
る
細
注
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
「
経
方
小
品
…
…
」
の
「
方
」
の
字
に
対
す
る
注

（
一
五
）

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
充
分
に
前
行
に
張
り
出
し
た
書
き
ぶ
り
か
ら
推
す
と
、
右
側
の
第
二
行
の
上
端
に
は
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
陳
延
之
の
名
は
第
二
行
下
方
に
あ
っ
た
も
の
か
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
推
定
の
域
を
出

一
ｍ
ほ
ど
の
紙
に
書
き
継
い
だ
も
の
で
、

る
と
ゑ
る
右
の
判
断
は
至
当
で
あ
ろ
う
。

（4） ４



戦
国
時
代
を
終
え
、
最
終
的
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
天
下
泰
平
は
、
わ
が
国
に
伝
統
文
化
の
花
を
開
か
せ
た
。

伝
統
文
化
志
向
の
代
表
的
な
一
つ
の
結
果
が
、
文
化
人
の
書
物
蒐
集
、
愛
玩
と
い
う
風
潮
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
筆
頭
は
何
と
い
っ
て
も
家
康
に
は
じ
ま
る
幕
府
紅
葉
山
文
庫
で
あ
っ
た
が
、
諸
大
名
の
数
あ
る
書
籍
蒐
集
家
の
う
ち
で
質
量
と
も
に
と
り

と
し
つ
れ

わ
け
群
を
抜
い
て
い
た
の
が
、
か
の
加
賀
百
万
石
前
田
家
の
蔵
書
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
核
を
な
す
も
の
は
、
三
代
前
田
利
常
（
一
五
九
三
’
一

つ
な
の
り

六
五
八
）
蒐
集
の
も
の
と
、
五
代
前
田
綱
紀
（
一
六
四
三
’
一
七
二
四
）
の
そ
れ
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
後
者
は
旧
来
よ
り
尊
経
閣
蔵
書
と
称
さ

考
察
す
る
。

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
陳
延
之
の
出
自
が
記
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
首
二
行
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
巻
子
本
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
恐
ら
く
丹
波
氏
の
家
蔵
本
で
、
仁
和
寺
を
経
由
し
て

尊
経
閣
文
庫
に
流
入
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
巻
尾
に
丹
波
某
の
識
語
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
先
述
の
と
お

り
第
三
十
三
紙
以
下
を
欠
く
た
め
年
次
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
の
と
こ
ろ
、
尊
経
閣
文
庫
目
録
の
記
す
よ
う
に
「
鎌

（
一
一
ハ
）

倉
末
期
」
と
し
て
お
く
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
れ
に
関
し
て
は
さ
ら
に
そ
の
方
面
の
専
門
家
の
考
証
に
期
待
す
る
。

二
七
）

な
お
、
本
書
に
は
後
世
総
裏
打
す
る
際
、
原
装
の
糊
が
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
に
、
紙
順
を
誤
っ
て
表
具
さ
れ
た
箇
処
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
大
野
木
氏
が
す
で
に
原
本
に
符
簔
を
も
っ
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
の
第
三
紙
↓
第
四
紙
↓
第
五
紙
↓
第
六
紙
↓
第
七
紙
は
、
第

五
紙
↓
第
六
紙
↓
第
七
紙
↓
第
三
紙
↓
第
四
紙
の
順
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
大
野
木
氏
の
指
摘
の
正
し
さ
は
、
文
章
の
脈
絡
か
ら
み
て

何
人
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
第
幾
紙
と
称
す
る
は
、
改
め
ら
れ
る
べ
き
、
す
な
わ
ち
原
装
で
の
紙
順
、
第
幾
行
と

称
す
る
は
こ
れ
に
依
り
、
現
存
首
行
を
第
一
行
と
し
て
数
え
た
行
数
番
を
い
う
。

尊
経
閣
文
庫
に
現
蔵
さ
れ
る
『
小
品
方
』
古
巻
子
本
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
か
。
こ
こ
で
は
こ
れ
に
関
し
て
若
干

一
の
二
、
伝
来

５
（5）



れ
、
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
前
田
家
の
尼
大
な
蔵
書
は
、
江
戸
屋
敷
で
あ
っ
た
本
郷
邸
に
置
か
れ
て
お
り
、
維
新
後
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
が
、
大
正
十
五
年

と
し
な
り

に
陸
軍
大
将
と
し
て
知
ら
れ
る
前
田
利
為
（
一
八
八
五
’
一
九
四
二
）
に
よ
っ
て
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、
そ

の
直
後
の
昭
和
初
年
、
東
大
農
学
部
が
駒
場
か
ら
本
郷
に
移
転
す
る
の
と
引
き
換
え
に
、
一
高
と
と
も
に
前
田
邸
な
ら
び
に
尊
経
閻
文
庫
は
現

（
一
八
）
二
九
）
（
二
○
）
（
二
一
）

在
地
で
あ
る
駒
場
に
移
っ
た
。
以
上
が
前
田
尊
経
閣
文
庫
の
概
歴
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
由
緒
を
も
つ
同
文
庫
に
は
、
極
め
て
古
い
伝
承
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
医
学
関
係
の
古
写
本
が
い
く
種
も
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
十
九
（
巻
子
）
、
⑥
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
巻
一
（
巻
子
）
、
＠
『
座
右
抄
』
（
巻
子
》
書
背
『
新
刊
診
脈
要
訣
』
）
、
⑥

『
吉
日
抄
』
（
巻
子
）
、
＠
『
衛
生
秘
要
抄
』
（
巻
子
）
、
①
『
丹
家
記
』
（
巻
子
》
二
種
）
、
⑧
『
陰
癩
論
』
（
巻
子
）
、
⑪
失
名
医
書
（
第
六
号
ゞ
巻
子
）
、

①
『
経
方
小
品
』
（
巻
子
）
、
①
失
名
医
書
（
第
八
号
、
巻
子
）
、
⑭
失
名
医
書
（
第
九
号
、
冊
子
）
、
①
『
延
寿
要
集
』
（
冊
子
”
二
種
）
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
＠
は
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
写
、
＠
は
正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
写
、
⑥
は
正
応
四
（
三
九
一
）
年
写
と
年
代
が
そ
れ

（
一
二
）

ぞ
れ
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
⑧
①
⑭
①
は
鎌
倉
末
期
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
⑥
に
は
丹
波
某
の
、

（
一
一
一
一
）
（
一
一
二
一
）

＠
に
は
丹
波
行
長
・
盛
長
・
嗣
長
・
口
長
の
、
⑤
に
は
丹
波
経
長
・
守
長
の
各
識
語
が
あ
る
こ
と
、
①
に
は
「
仁
和
寺
心
蓮
院
」
の
旧
蔵
印
が

（
二
四
）

あ
る
こ
と
、
①
の
う
ち
の
一
種
は
別
稿
で
論
じ
た
ご
と
く
、
仁
和
寺
現
蔵
本
『
医
心
方
』
の
僚
本
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

前
田
綱
紀
は
「
力
め
て
そ
の
記
録
文
書
を
借
覧
し
謄
写
せ
ら
れ
し
が
、
仏
寺
に
お
い
て
は
東
寺
に
於
て
最
も
多
く
材
料
を
得
ら
れ
、
仁
和
寺

（
二
五
）

等
こ
れ
に
次
」
い
だ
と
い
わ
れ
る
。
丹
波
家
と
仁
和
寺
が
何
が
し
か
の
深
い
所
縁
を
も
つ
こ
と
は
、
仁
和
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
『
黄
帝
内
経
太

（
二
六
）
（
二
七
）

素
』
に
丹
波
憲
基
・
頼
基
の
識
語
、
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
に
丹
波
光
基
・
篤
基
・
長
高
な
ど
の
識
語
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

以
上
の
事
柄
か
ら
推
す
と
、
丹
波
家
旧
蔵
の
古
医
書
は
ゆ
え
あ
っ
て
い
つ
の
頃
か
仁
和
寺
に
伝
入
し
、
後
に
流
出
し
て
、
前
田
尊
経
閣
の
蔵

（
二
八
）

に
帰
し
た
。
前
記
し
た
古
医
書
の
う
ち
の
多
く
は
、
こ
う
い
っ
た
経
緯
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
『
小
品
方
』

に
帰
し
た
。

も
ま
た
そ
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｂ
は
全
十
二
巻
に
わ
た
る
総
目
録
で
あ
る
。
『
小
品
方
』
の
巻
目
次
第
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
外
台
秘
要
方
』
に
よ
っ
て
そ
れ
を
推
測
す
る

よ
り
手
段
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
全
貌
が
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
在
『
医
心
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
を
は

じ
め
と
す
る
諸
文
献
に
『
小
品
方
』
の
逸
文
は
相
当
量
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
い
整
理
す
れ
ば
、
『
小
品
方
』
の
輯
快
復
元
作
業
は
飛
躍

（
一
二
一
）
（
一
二
一
一
）

的
に
正
確
と
な
る
。
い
く
ぶ
ん
の
紙
幅
を
費
す
が
、
そ
の
貴
重
性
を
も
っ
て
い
ま
左
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

（
三
○
）

が
綿
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

ら
に
関
し
て
は
次
報
で
と
り
扱
い
た
い
。

な
お
、
本
書
に
は
『
黄
帝
内
経
太
素
』
や
『
千
金
方
』
に
桑
ら
れ
る
よ
う
な
民
の
字
の
避
謹
が
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
の
太
宗
李
世
民
前
の
写

（
二
九
）

本
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

Ｂ
、
総
目
録
（
第
一
○
○
行
’
一
六
五
行
）

Ｃ
、
「
述
増
損
旧
方
用
薬
犯
禁
決
」
（
第
一
六
六
行
’
二
七
九
行
）

Ｄ
、
「
述
旧
方
合
薬
法
」
（
第
二
八
○
行
’
三
一
九
行
）

Ｅ
、
「
述
看
方
及
逆
合
備
急
薬
決
」
（
第
三
二
○
行
’
四
一
七
行
）

Ｆ
、
巻
一
所
治
目
録
（
第
四
一
八
行
’
四
二
三
行
）

Ｇ
、
「
調
三
焦
諸
方
」
（
第
四
二
四
行
’
五
三
○
行
／
以
下
欠
）

Ａ
の
序
文
は
か
な
り
の
長
文
で
、
著
者
陳
延
之
の
医
学
思
想
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
ｌ
『
小
品
方
』
の
編
纂
目
的

（
三
○
）

が
綿
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
こ
の
う
ち
に
は
、
引
用
参
考
文
献
と
み
ら
れ
る
一
八
種
の
文
献
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

一
の
三
、
概
要

残
存
す
る
「
小
品
方
』
の
岸

Ａ
、
序
文
（
第
一
行
’
九
九
行
） の
序
目
お
よ
び
巻
一

の
内
容
は
、
大
き
く
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
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要
方
第
三
巻
目
録

要
方
第
二
巻
目
録

治
頭
面
風
諸
方
治
喉
痛
諸
方
治
暴
厭
似
風
諸
方
治
中
風
瘡
瘡
不
随
痛
腫
諸
方
治
狂
妄
喋
痙
諸
方
治
脚
弱
諸
方

要
方
第
五
巻
目
録

丸
散
酒
煎
膏
諸
方
治
下
利
諸
方
治
歎
疎
諸
方
治
上
気
如
奔
豚
諸
湯
方
治
心
腹
冒
脅
中
病
諸
方
治
虚
補
養
諸
方

治
渇
利
諸
方
治
耶
狂
態
諸
方

要
方
第
四
巻
目
録

要
方
第
一
巻
目
録

述
看
方
決
述
旧
方
用
薬
相
畏
悪
相
反
者

気
満
諸
方
有
治
心
痛
腹
脹
満
冷
痛
諸
方

治
虚
満
水
腫
腹
大
諸
方

要
方
第
六
巻
目
録

治
渇
利
諸
方

右
第
三
巻

治
雷
乱
諸
方

右
第
四
巻

治
渇
利
諸
方

右
第
五
巻

右
第
二
巻

右
第
一
巻

治
中
悪
諸
方
治
食
毒
諸
方
治
中
姑
毒
諸
方
治
吐
下
血
鼻
班
尿
血
諸
方
治
発
黄
患
淋
諸
方

治
虚
労
諸
方
治
夢
泄
諸
失
精
衆
方
治
多
汗
諸
方
治
百
病
後
虚
煩
擾
不
得
眠
諸
方

述
成
合
備
急
要
薬
井
合
薬
法
調
三
焦
諸
方
有
治
智
痒
諸
方
有
治
胃
脅
淡
冷

治
下
利
諸
方
治
歎
疎
諸
方
治
上
気
諸
方
治
気
逆
如
奔
犯
脈
状
井
諸
湯
方
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一

要
方
第
八
巻
目
録

治
少
小
百
病
諸
湯
方
治
少
小
疾
病
諸
丸
散
衆
方
治
小
少
百
病
薄
槍
洗
浴
育
散
針
灸
諸
方
法

要
方
第
七
巻
目
録

治
女
子
衆
病
諸
方
治
婦
人
元
児
諸
方
治
任
胎
諸
方
治
産
後
諸
方
治
婦
人
諸
血
崩
滞
下
宿
疾
諸
方

要
方
巻
九
巻
目
録

治
服
寒
食
散
方
治
寒
食
散
発
動
諸
方
治
服
石
伝
病
諸
決

要
方
第
十
巻
目
録

治
硬
誤
呑
物
諸
方
治
誤
為
火
湯
熱
膏
所
傷
諸
方
治
熱
喝
諸
方
治
溺
水
未
死
諸
方
治
入
井
家
鯵
硝
諸
方
治
自
経
未
死

諸
方
治
服
毒
薬
呑
金
未
死
諸
方
治
射
公
毒
諸
方
治
丹
鯵
毒
腫
諸
方
治
剰
疽
諸
方
治
代
指
似
剰
疽
諸
方
治
風
熱

毒
腫
諸
方
治
洪
燭
瘡
諸
方
治
球
蝮
尿
生
瘡
諸
方
治
釘
毒
瘡
諸
方
治
悪
肉
悪
脈
諸
方
治
気
腫
諸
方
治
緩
疽
諸
方

治
附
骨
疽
与
賊
風
相
似
諸
方
治
腺
病
似
疽
諸
方
治
蕃
癌
瘻
諸
方
治
乳
霄
妬
乳
生
瘡
諸
方
治
耳
眼
鼻
口
歯
諸
方
治
瘻

病
諸
方
治
療
擁
諸
方
治
頽
脱
肛
痔
下
部
諸
疾
衆
方
治
狐
是
諸
方
治
手
足
腋
下
股
恒
湿
諸
方
治
身
瘤
塵
有
気
口
瘡
諸

方
治
面
潅
抱
瘡
盤
諸
方
治
面
繩
黒
痛
諸
方
治
唇
赤
疵
諸
方
治
虫
獣
狗
馬
毒
諸
方
治
被
獄
走
堕
椀
折
斫
刺
諸
方

右
第
十
巻

治
冬
月
傷
寒
諸
方
治
春
夏
温
熱
病
諸
方
治
秋
月
中
冷
諸
方

右
第
六
巻

右
第
七
巻

右
第
八
巻

右
第
九
巻
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Ｇ
に
は
、
①
橘
皮
湯
、
②
括
楼
子
湯
、
③
通
気
湯
、
④
半
夏
麦
門
冬
湯
、
⑤
茱
萸
湯
、
⑥
生
薑
湯
、
⑦
半
夏
橘
皮
湯
、
⑧
半
夏
伏
苓
湯
、
⑨

半
夏
枳
実
湯
、
⑩
茱
萸
湯
（
⑤
と
は
同
名
異
方
）
、
⑪
茱
萸
湯
（
⑤
⑩
と
は
同
名
異
方
）
、
⑫
茱
萸
湯
（
⑤
⑩
⑪
と
は
同
名
異
方
）
、
⑬
遊
気
湯
、

⑭
厚
朴
湯
、
⑮
温
脾
湯
、
⑯
温
胃
湯
、
⑰
当
帰
大
黄
湯
、
⑱
勺
薬
湯
、
⑲
桂
支
湯
加
烏
頭
湯
、
⑳
解
急
蜀
桝
湯
、
⑳
弩
窮
湯
、
⑳
当
帰
湯
、
⑳

茱
萸
湯
（
⑤
⑩
⑪
⑫
と
は
同
名
異
方
）
、
⑳
温
中
七
物
当
帰
湯
、
⑳
当
帰
生
薑
羊
肉
湯
、
⑳
大
黄
附
子
湯
、
⑳
温
中
当
帰
湯
の
計
二
七
方
の
主

治
条
文
・
処
方
構
成
・
調
理
法
が
記
さ
れ
る
。
⑳
の
調
理
法
以
下
は
欠
損
し
て
お
り
、
第
三
十
三
紙
以
下
、
か
つ
て
何
紙
を
存
し
て
い
た
か

は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
つ
き
か
ね
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
現
伝
「
金
置
要
略
』
の
胸
癖
心
痛
短
気
病
篇
第
九
・
腹
満
寒
油
宿
食
病
篇
第

（
一
二
一
二
）

十
あ
た
り
と
類
似
す
る
処
方
が
い
く
つ
も
あ
り
、
『
金
置
要
略
』
の
旧
姿
を
う
か
が
い
知
る
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
恐
ら
く
当
該
処
方
は

後
述
の
『
秘
閣
四
部
書
目
録
』
所
載
の
「
張
仲
景
雑
方
八
巻
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
陳
延
之
が
序
文
中
で
「
漢
末
に
張
仲
景
な
る
も

（
三
四
）

の
有
り
。
意
思
精
蜜
（
密
）
。
善
く
旧
効
を
詳
か
に
し
、
往
古
に
通
ぜ
り
。
此
れ
自
り
以
来
、
未
だ
勝
れ
た
る
者
を
聞
か
ず
」
と
張
仲
景
の
方
書

を
賞
揚
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

述
用
本
草
薬
性
一
巻
第
十
一
灸
法
要
穴
一
巻
第
十
二
巻

（
一
二
一
一
）

右
二
巻
、
連
要
方
、
合
十
二
巻
、
是
一
部
為
一
表
。

Ｃ
・
Ｄ
は
用
薬
に
関
す
る
序
例
も
し
く
は
総
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
『
本
草
経
集
注
』
や
『
千
金
方
』
な
ど
の
成
立
過
程
、
す
な
わ
ち

漢
魏
晋
の
医
薬
書
の
伝
承
過
程
を
探
る
上
で
か
け
が
え
の
な
い
資
料
で
あ
る
。

Ｆ
は
こ
れ
よ
り
以
下
に
は
じ
ま
る
巻
一
の
具
体
的
処
方
を
列
記
し
た
部
分
の
目
録
。
前
掲
の
総
目
録
、
巻
一
の
調
三
焦
諸
方
以
下
の
記
載
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
。

『
小
品
方
』
の
撰
者
、
陳
延
之
に
つ
い
て
は
正
史
に
伝
が
な
‐
い
。
し
た
が
っ
て
唐
令
に
医
学
典
範
と
し
て
定
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
出
自
は

二
、
『
小
品
方
』
成
書
年
代
考

（10） 10



も
と
よ
り
、
ひ
い
て
は
成
耆
年
代
も
謎
の
今
ヘ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
最
も
有
力
で
あ
っ
た
の
は
東
晋
の
成
立
と
す
る
見
解
で
、

あ
る
い
は
北
朝
の
所
作
で
は
な
い
か
と
疑
う
む
き
す
ら
あ
っ
た
が
、
今
回
の
古
巻
子
本
の
確
認
に
よ
っ
て
、
成
害
王
朝
は
も
と
よ
り
、
年
代
も

（
三
五
）

か
な
り
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
従
来
の
諸
説
は
い
ず
れ
も
正
鵠
を
え
て
い
な
い
。
以
下
、
そ
の
論
拠
を
提
示
す
る
。

前
項
で
触
れ
た
Ａ
序
文
中
の
第
三
二
行
’
五
三
行
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
写
真
２
）
。

華
佗
方
有
十
巻

張
仲
景
弁
傷
寒
丼
方
有
九
巻
、
而
世
上
有
不
菅
九
巻
。
未
測
定
幾
巻
、
今
且
以
目
録
為
正
。

張
仲
景
雑
方
有
八
巻
。

葛
氏
所
撰
方
有
四
巻
。

呪
河
南
所
撰
方
有
十
五
巻
。

黄
素
方
有
廿
五
巻
。

遼
東
都
尉
広
所
撰
備
急
方
中
古
備
急
併
合
為
二
巻
。

楊
氏
所
撰
方
有
九
巻
。

有
雑
撰
方
七
巻
。

有
治
少
小
雑
撰
方
淵
巻
。

有
治
婦
人
方
十
三
巻
。

有
治
下
湯
丸
散
方
十
巻
。

有
治
眼
方
五
巻
。

有
雑
盲
方
十
巻
。

誼
東
陽
所
撰
方
有
一
百
九
巻
。
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写真1尊経閣文庫所蔵「経方小品」巻首（第1行～15行）

写真2尊経閣文庫所蔵「経方小品」（第32行～47行）
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（
三
七
）
（
三
八
）

現
伝
の
諸
資
料
中
、
『
小
品
方
』
を
引
用
す
る
最
も
古
い
文
献
は
『
劉
消
子
鬼
遣
方
』
と
『
肘
後
備
急
方
』
で
あ
る
。
両
者
の
成
立
は
そ
れ

ぞ
れ
四
九
九
年
・
五
○
○
年
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
『
小
品
方
』
成
書
は
そ
れ
以
後
で
は
な
い
。
「
元
嘉
中
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
か
ら

に
は
、
そ
れ
を
隔
て
る
こ
と
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
時
期
、
お
そ
ら
く
は
劉
宋
間
（
’
四
七
九
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
立
証
す
る
鍵
は
、

陳
延
之
の
い
う
『
秘
閣
四
部
書
目
録
』
に
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

後
漢
の
滅
亡
後
、
魏
・
呉
・
蜀
と
三
分
し
動
乱
し
た
中
国
の
王
朝
は
、
二
八
○
年
、
晋
武
帝
の
呉
の
討
滅
を
も
っ
て
統
一
さ
れ
る
。
し
か
し

『
羊
中
散
方
』
に
つ
い
て
陳
延
之
は
「
是
れ
元
嘉
中
、
新
安
郡
に
於
て
集
む
る
所
…
…
」
と
い
い
、
さ
ら
に
同
書
と
『
秦
承
祖
方
』
の
二
言
を

称
し
て
「
並
び
に
是
れ
元
嘉
中
の
撰
な
り
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
『
小
品
方
』
の
成
立
は
元
嘉
（
劉
宋
中
．
四
二
四
’
四
五
三
）
末
年
を
さ
か
の
ぼ

ら
ぬ
も
の
、
し
た
が
っ
て
宋
孝
武
帝
劉
駿
の
孝
建
元
（
四
五
四
）
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ら
ぬ
も
の
、

下
限

多
是
萢
東
陽
集
中
単
省
者
耳
。
且
首
数
又
少
於
次
第
、
治
不
得
周
悉
、
不
足
伝
也
。

右
二
件
、
並
是
元
嘉
中
撰
也
。
一
切
諸
貴
家
、
皆
各
自
撰
集
服
薬
方
也
。
終
帰
是
大
集
中
、
事
及
術
士
所
増
損
耳
、
不
可
悉
録
也
。

こ
の
よ
う
に
陳
延
之
は
『
秘
閣
四
部
書
目
録
』
所
載
本
一
六
種
、
未
載
本
二
種
の
文
献
名
を
明
記
す
る
。
か
か
る
記
文
に
よ
っ
て
成
耆
年
代

の
上
限
と
下
限
を
次
の
よ
う
に
絞
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

秦羊
承是中
祖元散
所嘉所
撰中撰
要、方
方於有凸
廿新州･天
巻安巻‐′
◎悪け○

右
十
六
件
、
皆
是
秘
閣
四
部
書
目
録
所
載
録
者
也
。

マ
マ

是
萢
安
北
過
江
後
撰
集
也
。

上
限

於
新
安
郡
所
集
、

皆
是
江
東
得
効
者
、
於
世
乃
可
即
用
。

13 （13）



代
の
目
録
類
は
い
ず
れ
も
伝
存
し
な
い
。

さ
て
、
陳
延
之
の
引
用
す
る
『
秘
閣
而

結
論
か
ら
い
え
ば
、
筆
者
は
こ
れ
を
一

こ
れ
も
長
く
は
続
か
ず
、
三
一
六
年
、
西
晋
は
滅
び
て
そ
の
一
団
は
南
遷
し
、
都
を
建
康
（
南
京
）
に
定
め
、
元
帝
が
即
位
。
こ
の
東
晋
に
よ

っ
て
江
南
地
方
は
開
発
が
進
み
、
漢
族
に
よ
る
貴
族
文
化
が
開
花
し
た
。
そ
し
て
四
二
○
年
、
東
晋
は
劉
裕
（
宋
武
帝
）
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ

こ
こ
に
劉
宋
王
朝
が
成
立
す
る
。
少
帝
を
経
て
文
帝
の
代
に
入
り
、
国
力
は
安
定
。
い
わ
ゆ
る
元
嘉
三
○
年
の
治
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
ご
と

く
『
羊
中
散
方
』
『
秦
承
祖
方
』
は
こ
の
時
期
の
所
産
で
あ
る
が
、
の
ち
北
魏
と
の
戦
い
な
ど
に
よ
っ
て
国
力
は
衰
え
、
つ
い
に
四
七
九
年
、

劉
宋
は
滅
ん
で
南
斉
の
高
帝
の
時
代
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
時
代
に
お
け
る
国
家
図
書
館
お
よ
び
そ
の
目
録
書
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
「
階
志
』
を
は
じ
め
、
『
旧
唐
志
』
・
『
七
録
』
序
・
『
玉

（
三
九
）
（
四
○
）
（
四
一
）
（
四
二
）

海
』
・
『
南
史
』
ほ
か
に
記
録
が
あ
る
。
上
記
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
概
略
を
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

漢
に
と
っ
て
替
わ
っ
た
魏
は
、
そ
の
図
書
の
遺
亡
を
採
集
し
て
秘
書
中
外
の
三
閣
に
こ
れ
を
蔵
し
、
秘
害
郎
の
鄭
黙
が
は
じ
め
て
『
中
経
』

を
制
し
た
。
後
、
西
晋
の
秘
書
監
、
筍
勗
が
『
中
経
』
に
よ
っ
て
さ
ら
に
『
新
薄
』
を
編
纂
。
こ
れ
に
は
二
九
、
九
四
五
巻
が
著
録
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
西
晋
か
ら
東
晋
へ
と
移
る
大
乱
の
中
で
秘
書
の
書
籍
は
散
逸
。
東
晋
の
初
め
、
よ
う
や
く
集
ま
っ
た
図
書
を
著
作
郎
の
李
充
が
筍

勗
の
旧
薄
と
照
合
し
た
が
、
現
存
す
る
も
の
わ
ず
か
に
三
、
○
一
四
巻
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
中
原
の
遺
言
は
次
第
に
江
左
（
江
東
）
に
流

（
四
三
）
（
四
四
）
（
四
五
）

伝
し
、
劉
宋
の
元
嘉
八
（
四
三
一
）
年
に
至
っ
て
、
秘
言
監
の
謝
霊
運
が
『
四
部
目
録
』
を
作
製
。
一
四
、
五
八
二
巻
を
収
載
し
た
。
さ
ら
に
元

や
（
四
六
）
（
四
七
）

徽
元
（
四
七
三
）
年
に
秘
書
丞
の
王
倹
が
『
四
部
目
録
』
を
作
り
、
一
五
、
七
○
四
巻
を
著
録
。
王
倹
は
別
に
『
七
志
』
を
撰
し
た
。
劉
宋
か

（
四
八
）

ら
南
斉
に
至
り
、
永
明
（
四
八
三
’
四
九
四
）
中
、
秘
書
丞
の
王
亮
と
秘
書
監
の
謝
朏
が
『
四
部
書
目
』
を
作
り
、
一
八
、
○
一
○
巻
を
著
録
し

た
。
こ
れ
ら
に
記
録
さ
れ
た
書
籍
も
ま
た
、
斉
末
の
兵
火
に
よ
る
秘
閣
の
延
焼
で
遣
散
し
て
し
ま
う
。
梁
の
天
監
六
（
五
○
七
）
年
、
秘
書
監
の

（
四
九
）
（
五
○
）

任
防
と
殿
鈎
は
『
四
部
目
録
』
を
作
製
。
か
く
し
て
普
通
四
（
五
一
三
）
年
、
か
の
院
孝
緒
『
七
録
』
の
起
筆
へ
と
つ
な
が
る
。
上
記
の
六
朝
時

用
す
る
『
秘
閣
四
部
書
目
録
』
と
は
、
こ
の
う
ち
の
い
っ
た
い
い
ず
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
れ
を
元
嘉
八
年
の
謝
霊
運
の
目
録
に
該
当
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。
陳
延
之
の
語
に
「
元
嘉
中
…
：
．
」
と
あ
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る
か
ら
に
は
、
李
充
以
前
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
ま
ず
も
っ
て
明
白
で
あ
る
。
す
で
に
元
嘉
八
年
に
謝
霊
運
の
目
録
が
成
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
元
徴
元
年
の
王
倹
の
目
録
、
あ
る
い
は
永
明
の
王
亮
ら
の
目
録
で
は
あ
る
ま
い
と
す
る
理
由
は
、
陳
延
之
が
『
秘
閣
四
部
言
目
録
』
著
録

本
と
し
て
一
六
種
の
医
書
を
挙
げ
、
未
載
本
と
し
て
元
嘉
中
所
撰
の
『
羊
中
散
方
』
と
『
秦
承
祖
方
』
の
二
言
を
挙
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

羊
中
散
は
、
す
な
わ
ち
書
道
史
上
に
も
名
高
い
羊
欣
の
こ
と
で
あ
る
。
『
宋
書
』
『
南
史
』
に
伝
が
あ
り
、
元
嘉
十
九
年
に
歳
七
十
三
で
卒
し
て

（
五
一
）

い
る
。
そ
こ
に
は
「
太
祖
（
文
帝
》
在
位
四
二
四
’
四
五
三
）
こ
れ
を
重
ん
じ
、
以
て
新
安
の
太
守
と
為
す
。
前
後
凡
そ
十
三
年
。
山
水
を
瀧
玩
し
、

甚
だ
性
に
適
う
を
得
た
り
。
．
…
：
（
中
略
）
頃
あ
り
て
ま
た
病
篤
と
称
し
、
自
免
し
て
帰
る
。
中
散
大
夫
に
除
せ
ら
る
。
素
よ
り
黄
老
を
好
承

（
五
二
）

常
に
手
も
て
自
ら
書
章
す
。
病
有
る
も
薬
を
服
さ
ず
、
符
水
を
飲
む
の
み
。
兼
ね
て
医
術
を
善
く
し
、
薬
方
数
十
巻
を
撰
す
」
と
あ
る
。
『
羊

中
散
方
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
そ
れ
を
中
散
大
夫
任
官
時
の
所
纂
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
も
か
く
元
嘉
十
九
年
以
前
に

著
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
没
年
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
謝
霊
運
と
羊
欣
は
同
時
代
に
生
き
た
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
帝
の
重
臣
で
あ
る
か

ら
、
む
ろ
ん
互
い
に
面
識
が
あ
っ
た
。
謝
霊
運
は
羊
欣
よ
り
年
少
で
、
若
年
時
よ
り
羊
欣
を
深
く
崇
敬
し
て
い
た
逸
話
が
正
史
に
み
え
て
い

（
五
三
）
（
四
割
ご

る
。
か
り
に
元
嘉
八
年
、
少
な
く
と
も
謝
霊
運
が
秘
書
監
を
つ
と
め
て
い
た
元
嘉
五
年
以
前
に
羊
欣
の
そ
れ
が
著
わ
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

／
Ｉ

必
ず
や
謝
霊
運
は
こ
れ
を
目
録
に
記
載
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ラ

翻
っ
て
、
羊
欣
の
没
し
た
元
嘉
十
九
年
よ
り
、
王
倹
『
四
部
目
録
』
の
成
立
元
徽
元
年
ま
で
は
三
○
年
余
り
も
の
歳
月
が
あ
る
。
「
撰
方
三

（
五
四
）

十
巻
、
代
々
重
ん
ず
る
所
と
為
る
」
と
世
に
好
評
を
博
し
た
名
著
『
羊
中
散
方
』
が
、
こ
の
王
倹
の
目
録
に
入
ら
ぬ
は
ず
が
な
い
。
ち
な
承
に

（
五
五
）

の
ち
の
『
七
録
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
秦
承
祖
方
』
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
秦
承
祖
に
つ
い
て
は
『
太
平
御
覧
』
の
引
く
『
宋
耆
』
逸
文
に
そ
の
名
が
拳

（
五
六
）

え
、
「
当
時
こ
れ
を
称
し
て
工
手
と
為
す
。
撰
方
二
十
巻
、
大
い
に
世
に
行
な
わ
る
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
元
嘉
二
十
年
に
太
医
令
で
あ
っ
た

（
五
七
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
『
階
志
』
に
「
秦
承
祖
薬
方
四
十
巻
見
三
巻
」
と
著
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
記
載
法
か
ら
ぷ
て
、
『
七
録
』
に
記
録
さ

（
五
○
）

れ
、
し
か
も
亡
快
せ
ず
に
暗
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
秦
承
祖
方
』
も
ま
た
王
倹
の
目
録
に
入
っ
て
い
た
こ
と
と
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一
、
（
財
）
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
古
巻
子
本
「
経
方
小
品
」
（
五
三
○
行
）
は
、
晴
唐
の
諸
経
籍
志
が
著
録
し
、
わ
が
国
律
令

中
で
医
生
の
教
科
書
に
定
め
ら
れ
た
逸
書
、
陳
延
之
『
小
品
方
』
十
二
巻
の
う
ち
の
第
一
巻
残
簡
に
相
違
な
い
と
断
定
す
る
。

二
、
右
第
一
巻
は
、
首
二
行
と
末
尾
数
紙
を
欠
く
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
右
は
も
と
、
わ
が
国
古
来
の
御
典
医
で
あ
る
丹
波
家
の
旧
蔵
本
で
、
仁
和
寺
を
経
由
し
、
尊
経
閣
文
庫
に
入
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
右
第
一
巻
の
記
述
は
、
Ａ
序
文
、
Ｂ
総
目
録
、
Ｃ
「
述
増
損
旧
方
用
薬
犯
禁
決
」
、
Ｄ
「
述
旧
方
合
薬
法
」
、
Ｅ
「
述
看
方
及
逆
合
備
急
薬

決
」
、
Ｆ
巻
一
所
治
目
録
、
Ｇ
「
調
三
集
諸
方
」
に
分
類
さ
れ
、
Ａ
に
は
撰
者
の
思
想
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
参
考
文
献
で
あ
る

一
八
種
の
医
書
の
目
録
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
小
品
方
』
の
成
立
事
情
を
閏
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
は
全
巻
に
わ
た
る
総
目
録

で
、
従
来
不
詳
で
あ
っ
た
全
体
の
構
成
が
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｃ
・
，
．
Ｅ
は
薬
物
の
用
法
に
関
す
る
総
論
で
、
宋
斉
間
の
実
情

上
記
の
諸
資
料
を
勘
案
す
れ
ば
、
陳
延
之
の
い
う
『
秘
閣
四
部
書
目
録
』
は
、
ま
さ
に
謝
霊
運
の
目
録
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ

う
。
こ
れ
に
立
脚
す
れ
ば
、
さ
ら
に
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。

陳
延
之
が
『
小
品
方
』
を
撰
し
た
時
点
で
は
、
王
倹
の
目
録
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
陳
延
之
は
い

か
に
正
史
に
伝
が
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
の
書
籍
を
駆
使
し
、
し
か
も
典
範
と
し
て
後
世
に
久
し
く
耐
え
う
る
ほ
ど
の
名
著
を
道
し
た
事

（
五
八
）

実
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
く
あ
る
程
度
以
上
の
立
場
に
あ
っ
た
人
物
と
み
て
よ
い
。
『
秘
閣
四
部
言
目
録
』
を
検
す
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
れ
に

著
録
さ
れ
る
医
書
’
三
百
余
巻
を
実
際
に
利
用
し
え
た
人
物
が
、
も
し
王
倹
の
目
録
が
で
き
て
い
た
な
ら
、
そ
れ
を
知
り
え
ぬ
は
ず
が
な

い
。
し
か
ら
ぱ
『
小
品
方
』
の
成
立
の
下
限
は
、
王
倹
の
目
録
の
成
立
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
筆
者
は
こ
こ
に
『
小
品
方
』
成
耆
の
上
限
を
四
五
四
年
、
下
限
を
四
七
三
年
と
絞
る
。

想
像
さ
れ
る
。

三
、
ま
と
め
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稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
種
食
の
御
高
配
を
戴
い
た
前
田
育
徳
会
の
太
田
晶
二
郎
・
永
井
道
雄
両
常
務
理
事
、
当
研
究
所
の
大
塚
恭
男
副
所

長
、
ま
た
教
示
を
乞
う
た
当
研
究
室
の
石
田
秀
実
研
究
員
の
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
加
え
て
、
永
年
に
わ
た
り
貴
重
な
文
献
の

保
存
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
類
稀
な
る
文
化
財
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
前
田
家
な
ら
び
に
前
田
育
徳
会
に
対
し
、
そ
の
篤
志
の
恩
恵
に
浴
す

る
後
学
者
と
し
て
、
こ
こ
に
謹
ん
で
畏
敬
の
念
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

を
解
明
す
る
一
級
資
料
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
『
小
品
方
』
古
巻
子
本
の
出
現
は
、
六
朝
医
学
史
の
空
白
を
埋
め
る
史
料
と
し
て
、
こ

の
上
な
い
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
か
ら
す
れ
ば
、
階
唐
、
さ
ら
に
日
本
中
世
以
前
の
医
学

史
の
分
野
に
お
い
て
も
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
資
料
で
あ
る
。

五
、
右
第
一
巻
の
記
載
に
よ
り
、
『
小
品
方
』
の
成
書
時
代
は
、
従
来
有
力
で
あ
っ
た
東
晋
説
ほ
か
は
誤
り
で
、
劉
宋
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
。
し
か
も
そ
の
上
限
は
四
五
四
年
、
下
限
は
四
七
三
年
に
絞
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

謝
辞
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（
二
）

（
一
）

戸､へ戸､へ〆､/へ戸、

ナヒノ、－庫フ頁五四三三

警、－ノ、ーノ、ーノレノ、一ノ、＝ノ

注
お
よ
び
文
献

「
臣
嘗
読
唐
令
、
見
其
制
、
為
医
者
、
皆
習
張
仲
景
傷
寒
、
陳
延
之
小
品
。
張
仲
景
聿
日
、
今
尚
存
子
世
、
得
以
迩
、
其
為
法
莫
不
有
起
死
之
功
焉
、
以

類
推
之
、
則
小
品
亦
仲
景
之
比
也
。
常
痛
、
其
遣
逸
無
余
…
．
：
」
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
南
宋
版
に
よ
る
。

唐
令
は
い
ま
に
伝
わ
ら
ず
、
仁
井
田
（
『
唐
令
拾
遺
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
四
覆
刊
）
は
こ
れ
を
録
さ
な
い
が
、
林
億
ら
の
言
や
、
『
養
老
律
令
』

医
疾
令
（
『
令
義
解
』
に
よ
る
）
か
ら
糸
て
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
、
同
文
庫
編
（
一
九
四
こ
、
七
五
九
頁
。

「
小
品
方
十
二
巻
陳
延
之
撰
」
。
以
下
、
『
晴
書
』
経
籍
志
を
『
脩
志
』
と
略
称
す
る
。

「
小
品
方
十
二
巻
陳
延
之
撰
」
。
以
下
、
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
を
『
旧
唐
志
』
と
略
称
す
る
。

「
陳
延
之
小
品
方
十
二
巻
」
。
以
下
、
『
唐
書
』
芸
文
志
を
『
新
唐
志
』
と
略
称
す
る
．
こ
の
ほ
か
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
「
小
品
士
一
」
と
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
南
宋
版
に
よ
る
。
小
曽
戸
洋
監
修
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
、
東
洋
医
学
研
究
会
（
一
九
八
一
）
、
第
四
・
五
冊
に
影
印
収
録
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
平
安
古
抄
本
（
半
井
本
）
に
よ
る
。

現
存
の
第
三
○
五
・
三
○
六
・
三
○
九
・
三
一
○
・
三
一
二
・
三
一
三
・
三
二
ハ
．
三
一
七
行
（
述
旧
方
合
薬
法
）
の
文
は
『
医
心
方
』
巻
一
薬
斤
両

升
合
法
第
七
中
に
、
第
三
三
七
’
三
五
九
行
な
ら
び
に
第
三
八
八
’
四
一
七
行
（
述
看
方
及
逆
合
備
急
薬
決
）
の
文
は
『
医
心
方
』
巻
一
服
薬
節
度
第

三
中
に
、
第
四
三
七
’
四
四
○
行
（
茱
萸
湯
）
は
『
医
心
方
」
巻
九
治
淡
飲
方
第
七
中
に
、
第
四
四
六
’
四
五
五
行
（
半
夏
伏
苓
湯
）
は
『
外
台
秘
要

方
』
巻
七
脅
肋
痛
方
中
に
、
第
四
九
四
’
四
九
八
行
（
桂
支
湯
加
烏
頭
湯
）
は
『
医
心
方
』
巻
六
治
心
腹
痛
方
第
五
中
に
、
第
四
九
九
’
五
○
三
行

（
解
急
蜀
枡
湯
）
は
『
医
心
方
』
巻
六
治
心
痛
方
第
三
中
な
ら
び
に
巻
十
治
寒
痂
方
第
四
中
な
ら
び
に
『
外
台
秘
要
方
』
巻
七
寒
油
心
痛
方
中
に
、
第

五
○
九
’
五
三
一
行
（
当
帰
湯
）
は
『
外
台
秘
要
方
』
巻
七
心
腹
痛
及
脹
満
痛
方
中
に
、
第
五
三
一
’
五
一
五
行
（
茱
萸
湯
）
は
『
外
台
秘
要
方
」
巻
七

腹
痛
方
中
に
、
第
五
一
九
’
五
一
三
行
（
当
帰
生
薑
羊
肉
湯
）
は
『
外
台
秘
要
方
』
巻
七
寒
疵
腹
痛
方
に
、
第
五
三
一
丁
五
二
五
行
（
大
黄
附
子
湯
）
は

『
医
心
方
』
巻
六
治
脇
痛
方
第
二
中
な
ら
び
に
『
外
台
秘
要
方
』
巻
七
脅
肋
痛
方
中
に
、
第
五
二
六
’
五
三
○
行
（
温
中
当
帰
湯
）
は
『
外
台
秘
要
方
』

巻
七
諸
盤
心
痛
方
中
に
、
以
上
そ
れ
ぞ
れ
『
小
品
方
』
か
ら
の
引
用
と
称
し
て
合
致
す
る
文
が
見
え
る
。
ま
た
『
外
台
秘
要
方
』
は
そ
の
出
典
巻
次
を

も
明
記
す
る
が
、
上
記
の
文
を
い
ず
れ
も
『
小
品
方
』
巻
一
か
ら
の
引
用
と
す
る
（
た
だ
し
当
帰
湯
の
拳
は
現
伝
本
に
お
い
て
出
典
巻
次
の
記
載
を
脱

す
る
）
．
さ
ら
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
の
引
く
『
小
品
方
』
の
全
巻
に
わ
た
る
逸
文
（
小
曽
戸
洋
ヨ
外
台
秘
要
方
』
に
よ
る
古
医
書
輯
快
の
検
討
」
、
一

九
八
四
年
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
）
と
本
巻
子
本
中
の
目
録
と
の
間
に
相
関
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
事
実
か
ら
し
て
、
か
つ
現
存
首
行

に
「
経
方
小
品
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
書
が
『
小
品
方
』
巻
一
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
全
く
疑
問
を
差
し
は
さ
む
余
地
が
な
い
。
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（
二
七
）

（
二
四
）

（
一
一
五
）

（
一
二
〈
）

へ ヘヘヘヘヘヘ
ー＝ニニニニ

ーー一‐一つ九ハー
ーレーレレ一画

（
一
五
）

（
一
六
）

へへへへへ

四・三三一一一
一一レーー

篠
原
孝
市
「
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
総
説
」
、
前
注
（
七
）
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
第
八
冊
所
収
、
一
五
六
’
一
五
九
頁
。
た
だ
し
、
、
⑤
陣
争
え
る
人

物
は
丹
波
経
基
の
系
統
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
そ
の
兄
頼
基
の
家
系
を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。

石
原
氏
は
、
仁
和
寺
所
蔵
の
『
新
修
本
草
』
『
医
心
方
』
も
ぶ
な
丹
波
家
蔵
本
で
あ
る
と
す
る
。
恐
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
氏
は
、
こ
れ
ら
丹

波
家
蔵
本
は
そ
の
菩
提
寺
で
高
山
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
金
輪
寺
に
応
仁
の
乱
を
避
け
て
托
さ
れ
、
の
ち
高
山
寺
を
経
て
仁
和
寺
に
転
入
し
た
と
断
じ
て

小
曽
戸
洋
「
新
出
の
『
医
心
方

前
掲
書
（
一
八
）
、
二
六
七
頁
。

照
Q

小
瀬
助
信
。
金
沢
藩
の
儒
者
。
字
は
信
夫
．
又
三
郎
。
小
瀬
甫
庵
の
孫
。
藩
主
前
田
綱
紀
の
侍
読
を
つ
と
め
た
。

旧
制
四
高
出
身
。
学
習
院
教
授
を
つ
と
め
た
。

巻
五
十
二
、
醤
康
の
「
且
豆
令
人
重
楡
令
人
瞑
」
に
お
け
る
注
文
。

た
だ
、
律
令
の
条
文
に
「
小
品
方
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
本
巻
の
巻
首
の
書
名
が
「
小
品
方
」
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

細
注
中
の
「
玉
」
は
『
玉
篇
』
の
意
。
『
玉
篇
』
方
部
第
二
百
八
十
四
に
「
方
甫
芒
切
：
…
・
」
と
ふ
え
る
。

こ
れ
は
尊
経
閣
文
庫
や
仁
和
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
こ
の
種
の
古
医
書
に
お
け
る
字
体
、
訓
点
の
遣
い
方
を
勘
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
是
認
で
き
る
よ
う

に
思
う
．
た
だ
、
本
文
と
訓
点
と
が
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
遣
い
方
は
仁
和
寺
所
蔵
の
永
徳
本
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
（
一

三
八
三
写
）
と
比
較
的
似
る
。
と
す
れ
ば
鎌
倉
末
期
を
や
や
降
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

前
田
家
の
蔵
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

藤
岡
作
太
郎
『
松
雲
公
小
伝
」
、
高
木
亥
三
郎
刊
（
一
九
○
九
）
。

太
田
晶
二
郎
「
前
田
育
徳
会
・
尊
経
閻
文
庫
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
ノ
ー
（
一
九
七
四
初
版
・
一
九
七
六
修
補
）
。

太
田
晶
二
郎
「
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
あ
れ
こ
れ
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
三
（
一
九
七
七
）
。

太
田
晶
二
郎
「
尊
経
閣
文
庫
問
答
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
○
（
一
九
八
○
）
。

原
本
損
傷
の
た
め
、
判
読
不
能
。
家
系
と
年
代
か
ら
推
す
と
あ
る
い
は
重
長
か
。
石
原
明
氏
旧
蔵
『
丹
波
氏
系
図
』
（
森
立
之
旧
蔵
本
）
に
よ
る
。

四
周
双
辺
印
。
こ
れ
に
は
二
種
以
上
あ
る
よ
う
で
、
た
と
え
ば
仁
和
寺
現
蔵
の
『
貞
観
寺
根
本
目
録
」
巻
首
に
あ
る
も
の
と
は
別
印
。
注
（
二
八
）
参

太
田
晶
二
郎
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

晨
心
方
』
古
写
零
本
巻
二
十
七
ｌ
現
存
し
た
国
宝
仁
和
寺
本
の
僚
杢
、
冒
本
医
史
学
雑
誌
』
、
第
三
巻
四
号
二
九
八
吾
．
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い
る
が
、
確
証
は
な
い
。
石
原
明
「
内
経
の
真
本
、
国
宝
『
黄
帝
内
経
太
素
』
に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察
」
、
『
漢
方
の
臨
床
』
、
第
三
巻
九
・
一
○
・

二
号
（
一
九
五
六
）
。
丹
波
家
か
ら
皇
家
に
献
上
さ
れ
、
御
室
で
あ
る
と
こ
ろ
の
仁
和
寺
に
入
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
全
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ち

な
み
に
時
代
は
や
や
さ
か
の
ぼ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
巻
三
十
二
、
嘉
禎
四
年
十
月
十
二
日
の
条
に
、
当
時
宮
中
に
丹
波
雅
忠
自
筆
の
医
書
が
あ
っ
た
こ

と
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
石
原
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

（
天
）
①
の
ほ
か
、
尊
経
閣
文
庫
に
は
「
仁
和
寺
心
蓮
院
」
の
印
記
を
有
す
る
も
の
と
し
て
『
山
密
往
来
・
吾
妻
鏡
』
『
仁
和
寺
心
蓮
院
文
書
』
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
仁
和
寺
↓
尊
経
閣
文
庫
の
線
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
太
田
晶
二
郎
「
巻
子
本
吾
妻
鏡
解
題
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
二
（
一

九
八
二
）
。
な
お
同
じ
く
「
仁
和
寺
心
蓮
院
」
の
蔵
印
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
医
書
に
関
し
て
筆
者
は
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
館
（
台
北
）
所
蔵
の

『
新
方
』
を
知
る
。
こ
れ
は
仁
和
寺
よ
り
尾
張
浅
井
家
に
流
出
し
た
原
書
を
小
島
宝
素
が
影
写
し
た
も
の
で
、
宝
素
の
賊
に
「
右
新
方
一
巻
、
不
詳
作

者
姓
氏
。
想
必
和
気
太
医
所
著
也
。
此
本
出
所
御
室
心
蓮
院
、
而
尾
張
浅
井
尭
甫
所
得
・
予
又
従
事
其
嗣
紫
山
、
而
得
之
。
案
半
井
書
目
載
新
方
、
而

無
巻
数
。
然
此
本
題
巻
上
、
則
不
能
無
断
檗
之
憾
耳
。
質
記
」
と
あ
る
。
今
日
原
本
の
所
在
は
未
詳
．
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
お
よ
び
国
立
公

文
書
館
内
閣
文
庫
に
も
同
種
の
写
本
が
あ
る
。
仁
和
寺
↓
尾
張
浅
井
家
に
流
出
し
た
例
は
、
ほ
か
に
『
新
修
本
草
』
零
巻
が
あ
る
。

（
元
）
仁
和
寺
本
『
黄
帝
内
経
太
素
』
で
は
し
ば
し
ば
民
の
字
の
末
画
を
欠
筆
す
る
（
た
と
え
ば
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
第
三
冊
、
三
五
頁
で
は
、
わ
ず
か

三
行
の
う
ち
四
字
に
わ
た
っ
て
欠
筆
）
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
町
抄
本
『
千
金
方
』
（
真
本
《
巻
一
）
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
『
千
金
方
』
の
テ
キ
ス

ト
に
は
「
上
医
医
国
、
中
医
医
人
、
下
医
医
病
」
（
巻
一
診
候
）
と
あ
る
が
、
こ
の
『
小
品
方
』
で
は
人
の
字
を
民
の
字
に
作
る
。
『
黄
帝
内
経
太
素
』

で
、
『
霊
枢
』
の
同
類
文
に
は
民
の
字
で
あ
り
な
が
ら
人
の
字
に
作
る
例
も
あ
る
（
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
第
三
冊
、
三
○
頁
）
。
こ
れ
ら
『
黄
帝
内

Ｏ

経
太
素
』
『
千
金
方
』
が
民
の
字
を
欠
筆
も
し
く
は
人
の
字
に
代
え
る
の
は
、
李
世
民
の
諄
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
。
『
小
品
方
」
の
成
立
が
六
朝
時
代

で
あ
る
か
ら
に
は
民
字
の
避
諄
が
な
い
の
が
当
然
と
も
思
わ
れ
よ
う
が
、
避
謹
は
皇
帝
の
没
後
に
行
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
『
黄

帝
内
経
太
素
』
（
唐
初
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
一
方
、
成
立
年
代
に
か
か
わ
り
な
く
、
書
写
（
も
し
く
は
刻
版
）
時
点
で
そ
の
王
朝

◎

の
皇
帝
の
避
諄
を
行
な
う
こ
と
も
一
般
的
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
『
小
品
方
』
は
李
世
民
没
前
（
’
六
四
九
）
の
古
抄
本
に
由
来
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
む
ろ
ん
避
謹
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
で
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
唐
令
の
も
と
に
使
用

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
民
の
字
は
避
諄
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
言
）
本
件
に
関
し
て
は
、
石
田
秀
実
氏
の
「
陳
延
之
の
医
学
思
想
」
な
る
論
考
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
最
近
中
国
よ
り
輯
快
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
高
文
柱
『
小
品
方
輯
校
」
、
天
津
科
学
技
術
出
版
社
（
一
九
八
三
）
。
こ
れ
は
巻
次
の
配
列
を
忠
実
に
復

元
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
本
資
料
と
比
較
す
る
と
い
か
に
旧
態
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
で
あ
る
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う
。
ま
た
復
元
資
料
も
不
充
分
で
あ
り
、
完
成
度
に
乏
し
い
。

（
三
）
な
る
べ
く
原
字
の
旧
を
保
つ
よ
う
心
が
け
た
が
、
印
刷
の
都
合
上
、
当
用
漢
字
に
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
、
俗
字
は
正
字
に
置
き
か
え
た
文
字
が
あ
る
。

最
終
行
末
に
黒
え
る
菱
の
字
健
原
文
で
ば
姿
の
字
に
作
る
．
俗
字
と
桑
て
改
め
た
．
ち
な
桑
に
、
「
巻
物
を
五
巻
か
十
巻
か
を
一
種
の
細
い
簾
ｌ

内
面
憾
薄
ぃ
絹
か
何
か
が
貼
っ
て
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
ｌ
で
包
ん
だ
．
そ
れ
が
即
ち
菱
で
、
今
日
伝
ぱ
っ
て
ゐ
る
我
が
古
写
本
の
白
氏
文
集
や
群
書

治
要
の
目
次
に
、
さ
て
は
宋
版
の
呉
書
、
通
典
、
白
氏
六
帖
な
ど
の
目
録
や
版
心
に
此
字
が
名
残
を
止
め
て
ゐ
る
」
（
『
長
沢
規
矩
也
全
集
』
第
三
巻
、

二
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
）
と
い
う
。

（
三
）
た
と
え
ば
、
①
は
『
金
置
要
略
』
第
九
篇
収
載
の
橘
皮
枳
実
湯
と
、
⑭
は
第
十
篇
の
厚
朴
七
物
湯
と
、
⑲
は
同
じ
く
烏
頭
桂
枝
湯
と
、
⑳
は
同
じ
く
大

黄
附
子
湯
と
そ
れ
ぞ
れ
同
方
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
来
源
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
⑮
と
第
十
篇
の
当
帰
生
薑
羊
肉
湯
と
は
一
味
違
い

な
が
ら
条
文
は
同
一
で
あ
り
、
出
自
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
染
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
『
金
置
要
略
』
は
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
元
刻
版
に
よ
る
。

マ
マ

（
屋
）
「
漢
末
有
張
仲
景
、
意
思
精
蜜
．
善
詳
旧
効
、
通
於
往
古
、
自
此
以
来
、
未
聞
勝
者
」
。

（
三
）
た
と
え
ば
、
⑧
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
〔
人
民
衛
生
出
版
社
（
一
九
五
八
）
〕
の
目
録
で
は
「
晋
・
陳
延
之
」
と
明
記
し
、
葛
洪
の
所
著
の
前
に

置
く
。
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
も
の
か
は
判
ら
な
い
（
多
紀
元
胤
『
医
籍
考
』
は
葛
洪
・
萢
汪
の
あ
と
に
こ
れ
を
置
く
）
。

⑥
三
木
栄
「
中
鮮
日
医
学
対
照
年
表
図
」
〔
『
朝
鮮
医
書
誌
』
、
学
術
図
書
刊
行
会
（
一
九
七
三
）
所
収
〕
で
は
『
肘
後
方
』
『
抱
朴
子
』
の
前
に
こ
れ
を

置
く
。
前
掲
側
害
を
踏
襲
し
た
も
の
か
。

⑥
中
医
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
中
医
大
辞
典
（
医
史
文
献
分
冊
）
』
〔
人
民
衛
生
出
版
社
（
一
九
八
一
）
〕
は
、
東
晋
、
四
世
紀
初
頃
の
撰
と
す
る
。

⑥
赤
堀
昭
「
陶
弘
景
と
『
集
注
本
草
』
」
〔
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
一
九
七
八
）
所
収
、
三
五
五
頁
〕
で
は
「
『
集
注

本
草
』
に
で
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
北
朝
系
の
人
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
論
は
、
『
肘
後
備
急
方
』
に
引
か
れ
る
『
小
品
方
』
の
部
分
は
陶
弘

景
の
所
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
．
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
裏
付
け
る
資
料
は
承
あ
た
ら
な
い
。

⑥
胡
乃
長
「
『
小
品
方
』
考
」
〔
『
中
華
医
史
雑
誌
』
第
二
巻
二
期
（
一
九
八
一
）
〕
で
は
、
五
世
紀
前
半
と
す
る
。
こ
こ
で
は
前
掲
⑥
説
の
不
当
さ
が

㈹
湯
万
春
「
『
小
品
方
』
考
質
疑
」
〔
『
中
華
医
史
雑
誌
』
第
一
三
巻
二
期
（
一
九
八
三
）
〕
で
は
、
陶
弘
景
の
後
、
斉
梁
間
の
成
立
と
す
る
。

⑧
胡
乃
長
「
『
小
品
方
」
成
害
時
代
稽
証
」
〔
『
中
華
医
史
雑
誌
』
第
一
三
巻
二
期
（
一
九
八
三
）
〕
は
、
前
掲
⑥
論
文
の
晋
宋
（
あ
る
い
は
宋
斉
）
間
、

陶
弘
景
前
と
す
る
自
説
を
補
強
す
る
た
め
の
も
の
。

伽
高
文
柱
ヨ
小
品
方
』
之
研
究
」
〔
前
掲
書
（
一
三
）
所
収
〕
で
は
、
上
限
を
三
一
七
年
、
下
限
を
四
一
七
年
に
定
め
、
東
晋
の
作
と
断
ず
る
。

⑥
胡
乃
長
ヨ

指
摘
さ
れ
る
。
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（
三
六
）

（
三
七
）

（
三
〈
）

（
一
二
九
）

（
四
つ
）

（
四
一
）

（
四
二
）

（
四
三
）

（
四
四
）

（
四
五
）

同
書
は
南
斉
の
翼
慶
宣
の
撰
に
か
か
る
。
現
伝
本
は
北
京
図
書
館
所
蔵
の
宋
版
（
五
巻
本
）
が
最
古
で
、
い
ま
こ
れ
に
拠
る
が
、
も
と
は
十
巻
本
。

『
日
本
紀
略
』
（
八
二
○
）
に
針
生
の
教
科
書
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
承
え
、
『
晴
志
』
『
日
本
見
在
書
目
録
』
ほ
か
に
も
著
録
さ
れ
る
。

『
医
心
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
に
引
か
れ
る
逸
文
の
多
く
は
現
伝
本
と
大
略
合
致
す
る
か
ら
、
現
伝
本
は
不
完
全
で
は
あ
ろ
う
が
旧
態
を
残
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
『
小
品
方
』
か
ら
引
か
れ
た
二
方
（
現
伝
本
巻
五
末
尾
）
は
後
世
『
外
台
秘
要
方
』
〔
前
掲
書
（
七
）
巻
二
十
九
〕
中
か
ら
援

用
さ
れ
て
付
加
さ
れ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
『
劉
渭
子
鬼
遺
方
』
に
関
す
る
報
告
と
し
て
は
①
千
文
忠
「
関
干
『
劉
渭
子
鬼
遺
方
」
的
研
究
」
、

『
医
史
与
文
献
資
料
研
究
』
、
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
室
（
一
九
七
九
・
七
）
、
②
滝
川
政
次
郎
「
劉
渭
子
鬼
遺
方
考
」
、
『
古
代
文
化
』
、
第
三
二
巻

七
号
（
一
九
七
一
）
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
②
に
は
ま
ま
失
考
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
陶
弘
景
撰
次
本
、
い
わ
ゆ
る
『
肘
後
百
一
方
』
を
い
う
。
現
伝
本
中
、
陶
弘
景
の
増
補
に
か
か
る
と
翠
ら
れ
る
部
分
に
『
小
品
方
』
か
ら
の

引
用
が
二
九
回
あ
る
。
金
の
楊
用
道
の
所
為
に
な
る
附
方
中
に
も
一
箇
処
『
小
品
方
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
証
類
本
草
』
か
ら
援
引
し

た
も
の
。
小
曽
戸
洋
「
肘
後
備
急
方
」
、
『
現
代
東
洋
医
学
』
、
第
四
巻
四
号
（
一
九
八
三
）
参
照
。

昌
彼
得
編
『
中
国
目
録
学
資
料
選
輯
』
、
文
史
哲
出
版
社
（
一
九
七
二
）
。

眺
名
達
『
中
国
目
録
学
史
』
、
中
国
文
化
史
叢
書
所
収
、
台
湾
商
務
印
耆
館
（
一
九
七
四
、
第
六
版
）
。

倉
石
武
四
郎
『
目
録
学
』
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
（
一
九
七
三
）
。

昌
彼
得
『
中
国
目
録
学
講
義
』
、
文
史
哲
出
版
社
（
一
九
七
三
）
。

六
朝
山
水
文
学
の
第
一
人
者
と
し
て
著
名
。
『
宋
書
』
『
南
史
』
に
伝
が
あ
る
。
た
だ
霊
運
が
秘
害
監
を
つ
と
め
た
の
は
元
嘉
五
年
ま
で
で
あ
る
か
ら
、

目
録
が
完
成
し
た
の
は
秘
書
監
を
や
め
て
か
ら
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｏ

『
階
志
』
は
「
六
万
四
千
五
百
八
十
二
巻
」
、
『
旧
唐
志
』
は
「
四
千
五
百
八
十
二
巻
」
に
作
る
。
い
ず
れ
も
誤
脱
で
あ
ろ
う
。
い
ま
『
七
録
』
序
の
記

載
に
従
う
。
前
掲
書
（
四
一
）
（
四
二
）
参
照
。

『
宋
書
』
『
南
史
』
『
新
唐
書
』
な
ど
に
は
、
こ
の
頃
、
股
淳
（
元
嘉
十
一
年
没
）
も
秘
書
閣
で
『
四
部
書
目
』
〔
『
南
史
』
は
「
四
部
書
大
目
」
、
『
七
録
』

序
（
『
晴
志
』
収
）
は
「
大
四
部
目
」
と
い
う
〕
を
著
わ
し
た
と
い
う
。
『
宋
書
』
に
「
淳
少
好
学
、
有
美
名
。
少
帝
景
平
初
、
為
秘
書
郎
、
衡
陽
王
文

学
、
秘
書
丞
、
中
書
黄
門
侍
郎
。
．
…
：
（
中
略
）
在
秘
書
閣
撰
四
部
書
目
凡
四
十
巻
、
行
於
世
。
元
嘉
十
一
年
卒
、
時
年
三
十
二
、
朝
廷
痛
惜
之
・
」

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
を
指
す
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
た
だ
、
万
一
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
以
下
に
述
べ
る
結
論
は
動
か
な
い
。
問
題
は
王

以
上
側
ｌ
⑪
の
う
ち
、
胡
乃
戸

傍
注
に
冊
（
五
十
）
と
あ
る
。

胡
乃
長
氏
の
論
の
承
が
比
較
的
正
解
に
近
く
、
他
は
承
な
失
考
に
属
す
る
。
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（
実
）
王
倹
の
伝
は
『
南
斉
書
』
『
南
史
』
に
あ
る
。
生
没
は
元
嘉
二
十
九
年
Ｉ
永
明
七
年
。

（
署
）
こ
れ
に
は
書
名
の
下
に
い
ち
い
ち
一
伝
を
た
て
、
ま
た
道
仏
を
合
わ
せ
た
九
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
条
例
を
作
っ
て
首
巻
の
中
に
編
し
て
い
る
が
、
文
義
浅

近
で
典
則
た
り
え
な
い
と
『
晴
志
』
に
あ
る
。

（
実
）
ち
な
染
に
こ
れ
を
「
秘
閣
四
部
書
目
録
」
と
称
す
こ
と
も
あ
る
〔
前
掲
書
（
四
一
）
四
五
頁
〕
・
ま
た
前
掲
害
（
四
二
）
で
は
王
倹
の
目
録
を
「
四
部
書

目
録
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
各
書
名
は
ま
ち
ま
ち
で
、
当
時
も
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
一
つ
の
文
献
に
依
拠
し
て
絶
対
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
男
）
『
晴
志
』
本
文
で
は
「
四
部
書
目
録
」
と
記
し
、
前
掲
書
（
四
二
）
は
こ
れ
を
承
け
て
「
秘
閣
四
部
害
目
録
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
象
て
、

李
充
が
秘
閣
の
書
を
四
部
に
分
け
て
よ
り
、
以
後
一
連
の
書
目
を
「
秘
閣
四
部
書
目
録
」
と
称
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
て
も
無
理
は
な
い
よ
う
に

思
う
。
な
お
任
防
と
股
鈎
の
目
録
類
に
つ
い
て
は
説
明
が
繁
雑
と
な
る
の
で
、
詳
し
く
は
前
掲
害
（
四
一
）
四
五
’
四
六
頁
を
参
照
。

（
君
）
『
晴
志
』
に
割
注
で
「
梁
有
・
：
．
：
亡
」
と
い
う
破
線
の
部
分
が
こ
れ
。
『
七
録
』
に
録
さ
れ
、
『
晴
志
』
の
時
点
で
伝
わ
っ
た
書
に
つ
い
て
は
と
く
に
注

記
さ
れ
な
か
っ
た
と
承
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
『
小
品
方
』
は
む
ろ
ん
『
七
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
『
晴
志
』
の
記

載
か
ら
は
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
三
）
『
宋
書
』
（
六
十
三
・
羊
欣
伝
）
は
卒
年
を
元
嘉
九
年
と
す
る
。
い
ま
『
南
史
』
（
三
十
六
・
羊
欣
伝
）
に
従
う
。
享
年
七
十
三
歳
の
記
載
は
『
宋
書
』

に
よ
る
。
『
南
史
』
は
こ
れ
を
欠
く
。

会会会

さご巴

（
五
三
）

（
垂
）
『
宋
書
』
「
太
祖
重
之
、
以
為
新
安
太
守
。
前
後
凡
十
三
年
。
勝
玩
山
水
、
甚
得
適
性
。
転
在
義
興
、
非
其
好
也
。
頃
之
、
又
称
病
篤
自
免
帰
。
除
中
散

。

大
夫
。
素
好
黄
老
、
常
手
自
害
章
、
有
病
不
服
薬
、
飲
符
水
而
已
。
兼
善
医
術
、
撰
薬
方
十
巻
」
。
「
薬
方
数
十
巻
」
の
「
数
」
の
字
は
、
い
ま
『
南

倹
の
目
録
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

謝
霊
運
と
羊
欣
の
出
会
い
は
東
晋
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
『
宋
書
』
「
欣
嘗
詣
領
軍
将
軍
謝
混
。
混
払
席
改
服
、
然
後
見
之
。
時
混
族
子
霊
運
在
坐
、
退

告
族
兄
贈
日
、
望
察
見
羊
欣
。
遂
易
衣
改
席
、
欣
由
此
益
知
名
」
。
『
南
史
』
も
同
じ
。

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
二
十
二
引
『
宋
書
』
。
「
羊
欣
、
字
敬
元
、
性
好
文
儒
、
兼
善
医
薬
、
撰
方
三
十
巻
、
為
代
所
重
焉
」
。

『
晴
志
』
、
苑
東
陽
方
の
項
目
下
に
、
「
梁
又
有
：
…
・
羊
中
散
薬
方
三
十
巻
、
羊
欣
撰
。
…
…
亡
」
と
あ
る
。

「
太
平
御
覧
』
巻
七
百
二
十
二
引
『
宋
書
』
。
「
秦
承
祖
、
性
耽
介
、
専
好
芸
術
、
於
方
薬
、
不
問
貴
賎
、
皆
治
療
之
、
多
所
全
護
、
当
時
称
之
、
為
工

手
、
撰
方
二
十
巻
、
大
行
於
世
」
。

史
』
に
よ
っ
て
補
う
。
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弓
岸
５
《
《
×
冒
○
耳
目
毎
口
四
》
一
冑
昌
①
旨
ご
く
○
胃
旨
曙
四
目
‐
Ｎ
巨
乏
閣
○
目
①
島
昏
①
目
○
降
員
昌
己
○
島
国
昌
日
①
ｇ
ｏ
巴
蔚
曽
、
旨

。

、

目
①
島
①
ぐ
巴
ｇ
］
冒
四
回
国
Ｑ
四
口
ｇ
①
旨
戸
舂
も
画
昌
》
望
ｐ
８
具
乏
陽
画
で
で
日
日
ａ
ｏ
目
①
島
号
①
旨
９
名
①
目
箇
匡
①
討
曽
い
ざ
毎
目
①
ａ
８
－

●

Ｄ

ｍ
冒
号
日
、
昌
号
①
《
白
四
目
、
○
○
号
〕
〕
易
乏
＆
閉
旨
秒
昌
Ｑ
①
貝
］
名
画
口
①
、
①
８
号
い
，
国
○
言
①
ぐ
胃
〕
胃
弄
芝
開
冨
序
ぐ
８
８
医
四
ぐ
①

●

●

ず
①
①
ロ
５
国
ぬ
き
黒
〕
ｍ
Ｏ
員
芝
騨
、
昌
○
舜
巳
①
四
吋
二
ヶ
①
旨
旨
一
之
”
、
昇
之
冒
茸
①
目
四
目
匹
乏
彦
画
舜
昇
○
○
目
許
巴
昌
①
９
日
ザ
⑦
で
民
．
⑦
い
①
旨
毎
回
届
庁
置
Ｏ
Ｈ
，
写
囚
い

①

。

月
月
目
き
ず
巨
冒
Ｑ
四
目
○
丘
胃
８
屋
口
目
目
ａ
ｓ
①
《
《
属
ｇ
毎
○
号
○
宮
昌
》
）
旨
阜
５
ｍ
ｏ
自
序
時
鼻
匡
］
号
３
２
昌
号
①
旨
画
且
画

聖

、

房
員
○
百
戸
巴
蜀
○
巨
昌
旦
昌
旨
昌
″
斡
昌
旦
己
①
昌
威
且
罵
閉
包
も
四
目
９
号
①
《
《
〆
置
○
凰
昌
酎
昌
呪
》
四
国
今
号
昌
昏
①
曾
胃
目
四
頁
ｑ

Ｌ

ａ
号
像
目
。
①
号
〕
、
日
胃
○
ぐ
①
曼
嘩
ｍ
○
日
①
旨
①
葛
ｓ
ｍ
ｏ
ｏ
ぐ
①
門
尉
、
岸
届
く
①
富
①
昌
目
四
号
門
侭
閏
＆
掲
昏
①
《
の
〆
置
○
百
口
毎
口
四
・
言
昏

昏
①
画
丘
島
津
鳥
目
四
口
目
ｏ
国
営
．
Ｈ
匿
い
目
色
口
巨
ｍ
ｏ
ロ
ロ
ミ
口
吻
も
馬
①
２
日
回
す
ご
日
四
・
①
旨
昏
①
厨
四
目
四
穴
ロ
国
も
①
国
○
・
四
口
Ｑ
ず
巴
○
口
い
①
口

。

ｇ
笥
降
８
号
①
月
日
号
四
砂
昌
陸
ぐ
．
○
口
①
島
号
①
２
．
日
○
胃
目
も
９
国
員
の
ｏ
巨
貝
も
辱
湧
旨
旨
易
勧
日
匿
①
切
目
号
胃
自
国
①
、
胃

、
、

（
君
）
『
大
唐
六
典
』
巻
十
四
「
宋
元
嘉
二
十
年
、
太
医
令
秦
承
祖
、
奏
置
医
学
、
以
広
教
授
」
。
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
南
宋
版
に
よ
る
。
、

（
兵
）
あ
る
い
は
太
医
か
。
た
だ
典
医
に
対
し
て
批
判
的
な
言
動
が
巻
一
中
に
し
ば
し
ば
承
ら
れ
る
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

〔
本
稿
は
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
主
催
の
第
四
回
研
究
検
討
会
（
一
九
八
五
・
三
・
三
一
）
に
お
い
て
発
表
し

た
内
容
を
基
礎
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
〕
・

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

シ
画
冒
貫
○
呂
后
さ
門
ぐ
の
口
己
昌
日
』
号
①
《
淺
匿
○
℃
旨
菌
邑
唄
》

恩

Ｉ
言
詳
琶

困
禺
閏
①
旨
の
①
さ
騨
幻
①
８
国
茸
ぐ
口
誘
の
。
ぐ
臼
の
Ｑ
Ｏ
匡
冨
四
目
弱
ｇ
』
胃

く

ず
菅

国
胃
易
匡
尿
○
の
○
月
○

元
／ﾊﾅﾌ
ー
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thenpossedtotheNinnaiitempleandlastlytotheSonkeikakulibrary.Themanuscriptinquestionis

composedofthefbllowingparts,namely;1.preface,2.contentsfbrallvolumes,4others，Inthepreface
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lu'')and2fi､omothersources.Thisfactindicatesthatthe(GXiaopinfang"wasnotwrittenintheEast

JinDynastyasbelievedbefbre,butintheLiuSungDynasty,andmoreexactlybetween454and473.
Asafirstclassmedicaldocumentfi,omthesixdynastiesperiod,thenewlyfbundmanuscriptofthe<CXiao

pinfang''willbeofenoumousvalueinthestudyofmedicalhistoryintheSuiandTangdynastiesas

wellasinancientJapan.
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